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●クリチバ治安情報（当館至近の広場において発生した暴動事件） 

 

２月６日付当地ガゼッタ・ド・ポーヴォ紙はラルゴ・ダ・オルデン広場（総領事館よ

り徒歩５分）におけるプレ・カーニバルで暴動が発生し，軍警察が武力により制圧し

た旨報じているところ，概要を以下のとおりお知らせします。尚，同広場は，日曜青

空市場が開催され，一般観光客等も集まり賑わう場所でもある。 

 

１ ２月５日，午後４時頃，ラルゴ・ダ・オルデン広場付近に住む住民から，プレ・

カーニバルにおける騒音及び喧嘩等に対する苦情が軍警察に通報された。プレ・カー

ニバル参加者のうち，数人が大麻利用の容認を求める運動を行っていたため，軍警察

及び市民警察が出動。午後９時頃，プレ・カーニバルのイベントが終了したにも拘わ

らず，数千人がラルゴ・ダ・オルデン広場周辺に残留していた。群衆のうち，大麻容

認活動家等は軍警察車輌に対し，石やガラス瓶等を投げつけ始めた為，軍警察は特殊

部隊の応援を求めつつ，群衆を解散させるべくラルゴ・ダ・オルデン広場（丘陵地

形）を西側から東側に下りながら，ゴム弾及び催涙弾を使用した。軍警察の発表によ

れば，４名の警察官が負傷し病院に搬送された。 

 

２ 一方，プレ・カーニバルの参加者は警察の過剰な反応に対し統合市民サービスセ

ンター（ＣＬＡＣ）に告発をした。現場にいあわせた記者によると，軍警察は逃げ惑

う無抵抗な群衆に向けて発砲したとしている。プレ・カーニバル参加者（学生２３

歳）によれば，警察が突然現れ，群衆に向け催涙弾を発射しており，頭部を殴打され

た者もいた。又，２００６年からプレ・カーニバルに参加している夫婦によれば，警

察が今回のように武力を持って群衆を解散させる行動をとるのは初めてである旨述べ

た。 

 

 

●バイア州渡航に関する情報 

 

 バイア州軍警察によるストライキに伴う治安の悪化に関する注意喚起の渡航情報

（スポット情報）が，海外安全ホームページに掲載されましたので，以下のとおりお

知らせいたします。 

 

１．ブラジルのバイア州において、１月３０日より、全体の３分の１にあたる１万人

の軍警察官が給与の不満を訴え、バイア州議会前で野営しストライキを起こしており、

現在ブラジル政府は国家治安部隊、軍警察武装特別部隊、陸軍を配置して鎮圧を図っ

ています。また、バイア州地方裁判所はこのストライキを違法とし、軍警察に対して

ただちに通常業務に戻るよう通告し、ストライキ首謀者１２人に逮捕状を発する等し

ていますが、依然として終息の兆しはありません。 

 

２．このストライキ発生後、同州における治安が著しく悪化しており、１月３１日か

ら２月５日までの間に、大サルバドール圏内では商店の略奪のほか８４人が殺害され

るなど、凶悪犯罪件数も増加しています。 

 

３．ついては、バイア州へ渡航・滞在を予定されている方、又は、既に滞在中の方は、

報道等で最新の情報を入手するとともに、危険な場所に近づかない等の安全対策を講

じてください。また、特にサルバドール市のバイア州議会周辺はストライキ参加者に



占拠されており大変危険な状況になっているため、興味本位で近づかないでください。 

 

４．なお、ブラジルには別途「危険情報」が発出されていますので、同情報にもご注

意ください。 

 

（問い合わせ先） 

○外務省領事局海外邦人安全課（テロ・誘拐に関する問い合わせを除く） 

住所：東京都千代田区霞が関２－２－１ 

電話：（外務省代表）０３－３５８０－３３１１ （内線）５１４０ 

 

○外務省領事局邦人テロ対策室（テロ・誘拐に関する問い合わせ） 

住所：東京都千代田区霞が関２－２－１ 

電話：（外務省代表）０３－３５８０－３３１１ （内線）３６７９ 

 

○外務省領事サービスセンター（海外安全担当） 

住所：東京都千代田区霞が関２－２－１ 

電話：（外務省代表）０３－３５８０－３３１１ （内線）２９０２ 

 

○外務省海外安全ホームページ：http://www.anzen.mofa.go.jp/  

               http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp （携帯版） 

 

○在ブラジル日本国大使館 

住所：SES Avenida das Nacoes Q811, Lote 39, 70425-900, Brasilia, D. Federal,    

Brasil 

電話：（市外局番 061）3442-4200 

国外からは（国番号 55）-61-3442-4200 

FAX：（市外局番 061）3242-0738 

国外からは（国番号 55）-61-3242-0738 

ホームページ：http://www.br.emb-japan.go.jp/nihongo/index.html  

 

○在レシフェ出張駐在官事務所 

住所：Rua Padre Carapuceiro, 733, 14-andar, Edf., Empresarial Center I, Boa 

Viagem, 51020-280, Recife，Pernambuco, Brasil 

電話：（市外局番 081）3207-0190 

国外からは（国番号 55）-81-3207-0190 

FAX: （市外局番 081）3465-9140 

国外からは（国番号 55）-81-3465-9140 

 

 

●感染症関連情報（パラナ州沿岸部におけるクラゲ刺症被害の多発） 

 

 ２月１日付パラナ州保健局プレスリリースは同州沿岸部における海水浴時のクラゲ

刺症（クラゲ皮膚炎）被害多発の原因等につき公表しているところ，概要につきお知

らせします。 

 

１．１日，パラナ州政府は，記者会見において同州沿岸部にて多発するクラゲ刺症被

害に関する報告書を発表した。ミズクラゲ等は海流の影響によって同州沿岸部に集中

しているも，今後は，海流及び海陸風によって自然に分散するであろう。今夏期の被

http://www.anzen.mofa.go.jp/
http://m.anzen.mofa.go.jp/mbtop.asp
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害件数は１３，３１９件を記録し，主にマチニョス市，グアラトゥバ市及びポンタ

ル・ド・パラナ市で発生した。 

 

２．なお，専門家によると，刺症被害多発の主因は，公害等によるミズクラゲ等の増

殖によるものではなく，常時ブラジル沖合に生育するクラゲが海流及び海陸風によっ

て沿岸部に流されたため，海水浴時期と重なり刺症被害の多発に繋がったもの。同州

政府は今後も被害件数把握及び予防作業を継続する。また，カーニバル連休に向けて

料金所や海辺においてチラシを配布するなど啓蒙活動を強化する。 

 

 

●国費留学制度・日研及び教研・募集 

 

今般、日本国文部科学省において執り行われている国費留学生制度のうち「日本語・

日本文化研修留学生」及び「教員研修留学生」につきまして、募集選考に関する申請

の受付を開始致します。 

 

選考スケジュールは以下のとおりです。 

2012 年 1月 17 日(火) 募集選考開始 

2012 年 2月 14 日(火) 募集選考締切 

2012 年 2月 27 日(月) 筆記試験（書類選考合格者のみ） 

2012 年 3月 01 日(木) 面接試験（筆記試験合格者のみ） 

2012 年 3月 02 日(金) 推薦候補者発表 

 

当制度の詳細につきましては、在クリチバ日本国総領事館のホームページをご参照く

ださい。 

http://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/index_j.html 

http://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/index_j.html

